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【Ｅ657系車両】→17編成（運用 15編成、予備編成 2編成、交検 1編成） 
 
 

 
 

 
◆３３１Ｃ（東京 15：32発）１３３３Ｃ（東京 16：32発）の乗車率（大宮－高崎駅間）は９０％ 
 ※90％の乗車率＝自由席に全部着席、通路にも立っている人がいる状況（車掌は車内巡回できない） 
◆2014年ダイヤ改正の利用状況を鑑み、利用状況をみて総合的に判断した。 

◇間合い時間が短く、品質維持できない 

◇対応できる予備車を配置するべき。 

◇検査・技術を継承する場となる。 

要員不足対策としてのワンマン化は間違い！コストは経営の問題であり、輸送の適正化が重要 

【上野東京ライン（ＵＴライン）】 

○上野東京ライン開業は好評である。 

○混雑緩和を目的にし、予想（200％）より 30％

も混雑率が緩和し 170％となっている。 

【北陸新幹線金沢延伸開業】 

◈高崎－軽井沢駅間の乗車率は、開業前の 2倍増 

◈開業以前の在来線（上越妙高－糸魚川駅間）と

対比して、3倍の乗車率。 

◆仕業検査切れを起こさないことが大事であり、

効率的な運用として出張で検査を行った。 

◆過去も臨回電を走らせるという同事象はあっ

た。 

◆異常時や「平・休」「休・平」ダイヤで車両を

さいたまに戻せない事象が発生した。 

 
 

 

【上野東京ライン（ＵＴライン）】 

■編成両数減で、混雑率が上昇した 

■混雑率が遅れに拡散し、お客さまの声で編成

両数を見直すきっかけとなった。 

【北陸新幹線金沢延伸開業】 

■上越新幹線の一部列車が混雑している 

■北陸新幹線開業フィーバー、善光寺御開帳により

により混雑率が上昇。 

 
 

 

◇車両整備の列車間合いは充分ある。 
◇異常時等で間合い時間が短くなる場合がある。 
◇品質確保のため、様々な運用を工夫する。 
◇現場も本社も（間合い確保を）努力していく 

ワンマンは輸送量、閑散線区、利用状況、運行コストを鑑みて必要な設備を入れて実施してきている。 

      【現在】 【改修後】 

◇男子トイレ 大 2 → 大 4  
◇男子トイレ  小２ → 小３ 
◆女子トイレ  ２  → ３ 
□椅 子    ６１  → ７５（＋14脚） 
□入り口階段の改修工事中  

 

お客様あって会社のベースがある。そのことは前提にする。要員の対策として新たな考え出れば示していく。 

【防犯対策】◇警備、掲示等のキャンペーンを実施。対策は引き続きやっていく。 
      ◇催涙スプレーについては、使用頻度が少ないからといって、無くすということはない。 


